
 

配慮が合理的とは･･･ 

 10月 1日、東京都では合理的配慮についての

条例が施行されました。 

 障害があることでその人の権利が侵害されな

いよう、“周囲の配慮”を求める法律が、平成

27年に制定された『障害者差別解消法』です

が、この法律で国は、学校や病院、役所など公

的機関に対して、障害を持った人たちへの配慮

を義務づけました。ただし、私立や民間の学

校、施設、事業所に対しては、配慮を努力する

ということに留めていました。しかし、東京都

は今回の条例で、私立、民間の施設、事業所に

おいても、その事業主に対して配慮を義務づけ

ました。つまり、東京都で働いているみなさん

の職場はこの 10月から、障害を持った方たちに

対しての合理的配慮をすることが義務となった

のです。身体障害、知的障害、精神障害と障害

名は分類できても、実際にご本人が困ってらっ

しゃる内容は個人個人で異なります。こちらか

ら、「きっとこういうことで困っているだろう」

と一方的に考えてする配慮が、実はご本人から

すれば「やりたい仕事を奪われてしまった」と

いうことになってしまうこともあります。この

ようになってしまうと、逆に権利を侵害してし

まうことになり、本末転倒になりかねません。 

 問題の解決はとても単純です。ご本人と話し

合い、”落とし処”をみつけることです。 

はい。言うのは簡単です。しかし、やってみる 

 

 

と案外難しいものです。ご本人が何に困ってい

るかをご本人がうまく説明できないこともあり

ます。ご本人は困っていないと仰っても、仕事

が滞ったり、ミスが続いたり、欠勤が増えたり

すると周囲のほうが困っていらっしゃるという

ケースもあります。 

『合理的配慮』という概念が出てきてからの

この数年、職場での「うまくいかないお話」

を、個人の権利と組織のルールという対立的な

図式でご相談いただくことが増えているように

思います。 

そして、現在、私のところに寄せられるご相

談で一番多いものは『発達障害』を持った方へ

の『合理的配慮』についてです。発達障害は他

の障害に比べて、「できること・できないこと」

の差が個人によってかなり異なります。もしか

したら、将来的には違う分類に分けられるので

はないかというほど、同じ診断名や障害名をお

持ちの方どうしでの違いを感じます。そこに

は、個人の性格や価値観、能力の差や、支える

ご家族やご友人などの環境が影響していること

も当然ありえますので、問題が起こり、解決に

取り組む際には、それらの“生活資源”（と私は

呼んでいます）を使わせていただきながら”落

とし処”をみつけていきます。 

 また、発達障害という概念には、扱い方の難

しい点がいくつかあります。ご自身の特徴がか

なり発達障害に当てはまると仰る、脳科学者の

茂木健一郎さんが、「困ったなら診断を受けたら

いい」と発言されていらしたように、その人に

とってその特性が仕事や環境にうまくマッチン 

 



 

グしていれば、天才とか才能などと呼ばれ、特

性が裏目に出てしまっていたり、うまく噛み合

わない状況に陥ってしまったら、社会に『助け

を求める』ことができると。そして、その『助

けを求める』方法には、いくつかの段階や方向

性があるといえます。 

 まずは私のような心理カウンセラーが面接を

したり、検査をすることで、その人の能力、特

性を分析した内容をご本人やご家族、職場の上

司や同僚の方々にお伝えして、ご本人（無自覚

なことがあります）にも周囲にも『できるこ

と、できないこと』を共通認識していただき、

その内容に見合った合理的配慮をしていただく

ことで、改善、解決ができる場合があります。

診断名や障害名というものがつかなくてもご本

人と周囲とのご理解によって解決することもあ

ります。 

それでも難しい場合としては、ご本人に医師

の診察を受診していただき、お薬の処方をして

もらうことで改善するケースです。発達障害の

中でも ADHDの方のように、衝動性が高く、落ち

着けない、緊張しすぎる、感情のコントロール

が難しくなるとか、忘れ物や失くし物が多いと

か、繊細・過敏になりやすいため、自律神経に

影響してしまい、夜に眠りづらく、朝は起きづ

らいなどという心身の症状を緩和してもらうこ

とから改善していくケースもあります。 

あるいは、二次障害として、うつ状態になら

れたり、言動が健康的ではない状態へと向かわ

れてみえるときにもお医者さんにお力をお借り

することも重要です。休職をされていて復帰を

される際は、発達障害の人を専門的にトレーニ

ングしてくれるリワークも最近は増えてい

 

ますので、利用されると、ご本人のケア以外

に、職場へのフォローもしてもらえるのでお勧

めしています。 

 福祉的な社会制度を使った『助けを求める』

方法もあります。これは、ご本人の特性を職場

でも理解していただき、適切な配慮をしてもら

っていても、先ほどあげた二次障害的な症状

（うつや不眠など）が改善しないとか、現在の

状態では仕事を続けることが困難であるなどの

問題がみえてきた場合です。役所に申請して障

害認定をしてもらうことで、年金の受給や、そ

の他公共機関での支援を受けながら、じっくり

と治療に専念される人もいらっしゃいます。 

いずれにしても、その方の特性･能力だけでな

く、おかれた環境、心身の状態や、周囲の状況

なども丁寧にみていくことが根本的な問題解決

へと向かい、再発を防ぐことにもつながりま

す。 

今回は、私が経験してきた合理的配慮を必要

としたケースの中から、発達障害というテーマ

に重点をおいてお話をしました。発達障害とい

う概念が広まってから、私自身が難しいと感じ

ていることは、他の障害以上に個人差があるこ

とももちろんですが『ご本人に自覚が薄い』と

いうこと大きいです。 

 上司の方が診断名を聞き「困ったことがあっ

たら何でも言ってくれ」と気を遣われても、ご

本人は「はい、ありがとうございます」と答え

ることはできても、ご自分が何に困っているの

かがわからず、同じ失敗を繰り返してしまった

り、周囲を困らせるトラブルを起こしてしまっ

たりもします。また、場にそぐわない表情や態 



 

度をされていることにもご自覚がないので、傍

から見るとまったく反省をしていないように見

えることもよくあります。 

【自分が困っていない人は周囲を困らせてい

る】という例えを私は良く使いますが、困らせ

ている側に一切悪気がないことがほとんどで

す。発達障害の方には特にその傾向が強いと考

えていただいたほうが、冷静に対応方法が見つ

けやすくなるかもしれません。 

 合理的配慮が義務づけられてから、私も勉強

会などに呼んでいただくことが増えてきました

が、あまり構え過ぎないことをお勧めしていま

す。障害のあるなしにかかわらず、できるだけ

多くの人が職場での「気になること」を声にし

ていただくチャンスにしたいと思うからです。 

 困っていることがあれば言い易い環境づくり

は誰にもメリットがあります。あるいは、困っ

ている人に気がつける上長づくりでもよいかも

しれません。 

また、ご自分には困っている自覚がなくて

も、ご本人以外の周囲の人の発信（「あの人が困

っていそう」「私が困っています」）からでも、

問題の本質が見えてくることもあります。障害

がある人を特別扱いすることが目的ではなく、

すべての個人ができるだけ権利を得られるよう

にするための法律、条令なのですから、障害を

持っていない方からの積極的なご意見こそが、

実のある配慮を合理的に進めていけるのではな

いかと考えています。 
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